
第39回全国社会就労センター職員研修会

開 催 要 綱

1.趣 旨

社会就労センターの職員は自らの役害Jとともに、障害者 自立支援法を始めとする制度改革の要点

に関する理解が求められています。そこで、社会福祉施設職員に欠かせない知識、経済活動を行 う

施設 として欠かせない知識を学び、もつて施設利用者の自立生活支援の向上と職員の資質向上を図

ることを目的として、本研修会を行います。

2.主 催

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 全 国社会就労センター協議会

特定非営利活動法人 日 本セルプセンター

山形県社会就労センター協議会

3.後 援

厚生労働省 (予定)

山形県(予定)

山形市(予定)

4,日 程

平成18年10月25日 (水)～ 27日 (金)

5,会 場

「山形グラン ドホテル」(メイン会場)〒 99併0043 山形市本町1-作42 Te1 02卜 641-2611

*分科会ではホテルキャジスルも使用します。

6.募 集人員

約 350名

7.募 集対象者

社会就労センター (授産施設 ・福祉工場)の 生活支援員、職業指導員、作業指導員、介護職員、

保健師、看護師、栄養士、調理師(調理員)、事務員(そ の他専門職 (心理判定員、OT、PT等)

※施設長 (新任の施設長は除く)の 参加はご遠慮 ください。

8.参 加費

全国社会就労センター協議会  会 員施設   1名  13,000円

未加入施設   1名  35,000円

(参加申し込みと同時に、加入申し込みをされた場合、会員施設扱いとなります。)
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グラム内容

16:30

12:00 13:00 17:00

(第 1日 目)

受付開始

開会式

行政説明 「障害者福祉施策の動向と今後の授産施設」 (仮題)

厚生労働省社会 ・援護局 障害保健福祉部

休憩

基調報告 「新 しい障害保健福祉施策 とセルプ職員の役割」 (仮題)

星野 泰 啓 (セルプ協会長)

報告 「日本セルプセンターの事業 とその活用について」

三友 敬 太 (NPO法人 日本セルプセンター 常 務理事 ・事務局長)

懇親会

(第2日 目)

講義 ・演習 「事業振興に向けた<施 設ステップアップ>プ ログラム」

鈴木清覚 (セルプ協副会長)

叶 義 文 (社会就労センターのあり方指針小委員会委員)

セルプ協調査 ・研究 ・研修委員会委員

*演 習を効果的に進めるため、あらかじめ別紙 「事業振興に向けての自己

診断書」にチェックしていただき、研修会にお持ちください。

昼食

分科会 (5分 科会)

*障 害者自立支援法の4月施行、10月からの新施設体系移行に向けた課題整

理を行 う分科会と事例発表をもとにそれぞれの課題について意見交換を行

います。また、障害者自立支援法をよりよく理解するための特別セッショ

ンを行います。
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<10月 27日 (金)>(第 3日 目)

9:00～ 10:15 分 科会結果発表 (各分科会につき15分程度)

10:15～ 11:45 講 義 「個別支援計画策定の意義 とその活用」

講師:個別支援計画推進小委員会委員

11:45～ 12:00 閉 会式

11.分 科会について

(1)分科会テーマ

障害者 自立支援法の4月施行、10月からの新施設体系移行に向けた課題を、それぞれ下記の 5つ のテ
ーマにしばり、意見交換を行います。

第 1分 科会 「地域での生活を可能にする賃金を支払うための事業振興の取 り組み」

地域での生活を可能 とするために最低賃金の確保や一定水準の賃金を確保するために、労働施策等も活

用も図 りながら、事業振興に取 り組んでいる事例をもとに、様々な施策を活用 した事業振興策の取 り組

みについて意見交換を行います。

第 2分 科会 「雇用契約を結ばないが働 くことを中心 とした支援」
一般企業等への就労へは結びつかないが、地域の企業等との連携を通じて、高い賃金を払 う取 り組みをし

ている事例を通じて、利用者の平均賃金の目標工賃を設定し、それに向けた支援のあり方等について、そ
の課題について、意見交換を行います。

第 3分 科会 「障害が重くても働きたい人への支援」

障害特性や年齢によって働くことが中心とはならない人の 「働く」意欲を支える活動の事例発表をふま
え、継続 して働くことが可能となる支援のあり方、生活全般の支援方法について意見交換を行います。

第4分 科会 「就労移行に向けたプログラムや関係機関との連携のあり方」
一般就労移行に向けた訓1練プログラムの提供や地域の社会資源とのネットワークにより、積極的な就労移
行を行っている事例発表をもとに、有期限の就労移行に向けたプログラムのあり方や職場定着等に向けた
支援の課題について意見交換を行います。

第 5分 科会 「地域生活移行への支援」

様々な社会資源を活用した地域生活への移行、
ついて、事例報告をもとに、4月に生じた課題、
ついて、意見交換を行います。

またはグループホーム等の地域生活に必要な支援のあり方に

また今後安定した地域生活を支えるための支援のあり方に

特別セッション 「制度改革Q&A」

初日の行政説明、基調報告などを踏まえて、障害者自立支援法の理解を深めるとともに、施行後の具体的
な取り組み方法などについて、質疑応答を行います。

(2)分科会における事例発表の公募について

第 1～ 5分 科会において発表いただく実践事例を公募 します。事例発表は各分科会とも1例ず
つです。別添①の応募用紙により平成18年9月8日 (金)ま でに事務局までお申込ください。な

お、多数ご応募いただいた場合には、セルプ協調査 ・研究 ・研修委員会において選考 し決定いた

します。

(3)分科会のレポー ト作成及び提出について

第 1～ 5分 科会、特別セッションのテーマより1つ を選択 し、分科会の場合は、貴施設における取 り

組みや課題等について別添記入用紙②にご記入 ください。分科会では、このレポー トを使用 し、少人数
の分散会形式で議論を進めていきます。また、特別セッションの場合は、別紙記入用紙③に質問等をご

記入ください。



<分 科会 レポー トの提出締切 日>

<事 前 レポー トの送付先 >

平成18年9月15日 (金)(厳 守)

18.研修会に関するお問い合わせ先 (事務局)に なります。

12.「事業振興に向けた く施設ステップアップ〉プログラム」希望グループと必要な資料について

第 2日 目の演習 (事業振興に向けた<施 設ステップアップ>プ ログラム)を 効果的に進めるため、別

紙 「事業振興に向けての自己診断書」に予めご記入いただき、研修会 (演習)に お持ちいただくようお

願いいたします。あわせて、グループ討議を進めるにあた り、次の3つ のグループに分かれて議論をし

ます。申込用紙に第
一希望、第二希望をご記入 ください (全てのご希望に添えない場合がありますの

で、ご了承ください)。

1.食 品等 (お菓子 ・パン ・弁当等)の 自主製品グループ

2.木 工、陶芸等 (食品以外)の 自主製品グループ

3.下 請けグループ

(「社会就労センターのあり方検討委員会最終報告の具体化に向けた取 り組み指針」 (セルプ協会員

施設に 1冊ずつ配布済)を 事前にご精読ください)

13.参 加申込み ・宿泊申込み方法

参加申込み及び宿泊申込み等については、すべて名鉄観光サービス株式会社イ山台支店が執 り行います。

別添申込書に必要事項を記入の上、お申込みください (宿泊が不要な方も参加申込書をお送 りください)

14.参 加費の支払い

(1)参 加申込みをされた方には、名鉄観光サービス株式会社イ山台支店より請求書及び参加券が送付 され

ますので、指示に従つてお支払いください。なお、参加券は、当日必ず会場受付にお持ちください①

(2)参 加取 り消しの場合は、名鉄観光サービス株式会社仙台支店へご連絡 ください。ただし、申込み締

切 り日以降の取 り消しについては、研修会後に資料一式をお送 りし、参加費の返金はいたしません

ので、予めご了承下さい。参加費の領収証が必要な方につきましては、領収証を事務局にて発行 ・

郵送いたしますので、研修会終了後に事務局までご連絡ください。

15.参 加申込締切日 平成18年9月29日 (金)必 着

16.参 加申込書の送付先

〒980-8451 仙 台市青葉区中央年10-3 住 友生命仙台 ビル 6階

名鉄観光サービス株式会社イ山台支店

「全国社会就労センター職員研修会」係 (担 当:/J山ヽ、木幡)

TEL 022-227-361l    FAX 022-261-4623

17.個 人情報の取扱いについて

「参加申込書」に記載いただいた個人情報につきましては、申込受付等委託業者 と、事務局 (全国社会就労

センター協議会)に おいて共同利用させていただきます。fEl人情報は、参加申込受付、参加管理、参加にあ

たり希望される宿泊等のサービス提供等、研修会運営に必要な範囲内で使用します。

参加者名簿の作成について :事務局において、参加者の把握、参加者同士の交流に資するため、参加申込

書をもとに、参加者名簿 (都道府県名、施設名、施設種別、参加者氏名、役職)を 作成 し、当日参加者に配

布いたします。名簿への記載を希望されない場合は、受講申込書の 「備考欄」にその旨ご記入くださいます

ようお願いいたします。

18.研 修会に関するお問い合わせ先 (事務局)

〒10併8980 東京都千代田区霞が関卜32 新 霞が関ビル

全国社会福祉協議会 ・障害福祉部内 全 国社会就労センター協議会 (担当 :上村、岡)

TEL  03-3581-6502    FAX  03-3581-2428

E一mail uemura一katsuhito@shakyo.or.jp



【締切り9月8日(金)】

第 39回全国社会就労センター職員研修会

分科会《事例発表応募》用紙

都道府県 施設名

施設種別 施設定員数

氏名 職名

●分科会選択テーマ (○印をお付けください)

1.「地域での生活を可能にする賃金を支払うための事業振興の取り組み」

2.「雇用契約を結ばないが働くことを中心とした支援」

3.「 障害が重くても働きたい人への支援」

4.「 就労移行に向けたプログラムや関係機関との連携のあり方」

5.「地域生活移行への支援」

●発表実践事例の概要

●事例発表にあたり、必要なプレゼンテーション用機材があればご記入ください。

【送付先】

〒100-8980東京都千代田区霞が関ビル 3-3-2新 霞が関ビル

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 障害福祉部内

全国社会就労センター協議会事務局

TEL 03-3581-6502  FAX 03-3581-2428



【締切り9月15日(金)】

第39回全国社会就労センター職員研修会

分 科 会 事 前 レポ
ー

ト (第1.2.384.5分 科会希望者用 ・記入用紙)

※ 貴殿が分科会に参加されるにあたり、選択テーマについての問題意識をお書きください。

都道府県 施設名

氏 名 職  名

施設種別

選択テーマ

(○印を

お付け

ください)

1.「 地域での生活を可能にする賃金を支払うための事業振興の取り組み」

2.「 雇用契約を結ばないが働くことを中心とした支援」

3.「 障害が重くても働きたい人への支援」

4。 「就労移行に向けたプログラムや関係機関との連携のあり方」

5。 「地域生活移行への支援」

(本紙は、資料としてそのままヨピーしますので、なるべく丁事に記入してください)

【送付先】
〒100-8980東京都千代田区霞が関ビル 3-3-2新 霞が関ビル

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 障害福祉部内

全国社会就労センター協議会事務局
TEL 03-3581-6502  FAX 03-3581-2428



第39回全国社会就労センター職員研修会

質問用紙

※ 4月より施行された 「障害者自立支援法」について、施行後の具体的な取り組みなどについて、質問

事項があれば以下に記入してください。講師説明の際の参考とさせていただきます。

【送付先】
〒100-8980東京都千代田区霞が関ビル 3-3-2新 霞が関ビル

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 障害福祉部内

全国社会就労センター協議会事務局
TEL 03-3581-6502  FAX 03-3581-2428

施設種別
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第39回
労センター職員研修会全国社会就

平成 18年 10月 25日 (水)～ 27日 (金)

メイン会場 :山形市 山 形グラン ドホテル

・宿泊・懇親会等のご乗向

名鉄観光サービス株式会社 仙 台支店

宮城県仙台市青葉区中央 4丁 目 10-3(住 友生命仙台 ビル)

TEL:022-227-361 1

F A X : 0 2 2 - 2 6 1 - 4 6 2 3



.お 申込み手続等の ご案内

参加のお申込みならびに宿泊等のお申込みは、一括して名鉄観光サービス側仙台支店が取り

扱い致します。当案内書を熟読いただき 『申込書』の所定欄に必要事項をご記入の上、名鉄

観光サ■ビスl■l仙台支店までFAXに てお申込みください。

受付番号を記入の上、当社より返信 FAXを 致しますので、受付控えとして保管ください。

【参加費用のご案内】

● 全 国社会就労センター協議会 会員施設 参 加者 1名 につき 13,000円

(資料代を含みます)

未加入施設 参 加者 1名 につき 35,000円

(資料代を含みます)

*参 加ご希望の方は、申込書にご記入下さい。

【お申込期限】

お申込みは9月 29日 (金)ま でに当社必着でお願い致 します。

【参加券等の送付】

お申込みの内容に基づいて、参加券類 口請求書等を一括して、10月 10日 頃に送付いたし

ます。内容をご確認の上、参加券類は研修会当日に必ずご持参下さい。

【送金方法及び送金】

お振込みの際には、専用の振込用紙 (請求書と同封)を お使いください。振込み手数料は、

お客様 ご負担とな りますのでご了承下さい。領収書につきましては、振込用紙の控えを持つ

て代えさせていただきます。

専用の振込用紙をお使いいただけない場合は、振込名義の前に受付番号をご入力下さい。

お振込み期限につきま しては、請求書に明記いた しますのでご確認の上、期日までにお振込

み くださいますようお願い申し上|ずます。

参加費の領収書が必要な場合は、研修会当日受付にてお申し出下さい。

《お申込み ・お問い合わせ先》

名鉄観光サービス隅仙台支店  (休 業日:土曜 ・日曜 口祝日)

T 9 8 0 - 8 4 5 1

宮城県仙台市青葉区中央 4丁 目 10-3 住 友生命仙台 ビル 6階

担当 :全国社会就労センター職員研修会 係   小 山 口木幡

TEL:022-227-361 l FAX:022-261-4623

●



2.宿 泊ホテルのご案内

研修期間中のご宿泊ホテルをご用意 しております。ぜひご利用ください。

利用予定ホテル 部屋タイプ お一人様料金 申込記号

≪研修会メイン会場≫

山形グランドホテル

*山 形駅より徒歩 15分

シングル (一人部屋) 9,000円 A

キヤッスルホテル

*山 形駅より徒歩 10分 ・会場まで徒歩 5分

シングル (一人部屋) 9,000円 B

七日町ワシン トンホテル

*山 形駅より徒歩 20分 ・会場まで徒歩 3分

シングル (一人部屋) 6,800円 C

山形国際ホテル

*山 形駅より徒歩 7分 ・会場まで徒歩 10分

シングル (一人部屋) 8,000円 D

《宿泊についてのご注意》

● 上 記料金は、お一人様 日1泊朝食 口税金サービス料込の料金です。

● 満 員になり次第締め切らせて頂きます。お早めにお申込み下さい。

● 朝 食が不要の場合でも、セット料金のため返金は出来ませんのでご了承ください。

● ツ イン希望 口後泊希望の場合は、別途ご相談承りますので備考欄にご記入ください。

.懇 親会の ご案内

研修会初日 (10月 25日 (水))の終了後 18:00よ り懇親会を開催致します。

ご参加の皆様との意見交換や情報交換のため、皆様お誘いあわせの上ご参加くださいませ。

4.昼 食のご案内

研修会中 に10月 26日 〕の昼食をご用意いたしました。

研修会参加の人員が多く、分科会までの休憩時間も短い事や移動の時間が必要な方もいるた

め先着150名 様のみ昼食をご用意いたしました。お早めにお申込ください。

期日 口時間 申込方法 お一人様料金

1 0月 25日 (水)

18:00～20:00

山形グランドホテル

申込用紙の 「参加」に○印を付けてください

(不参加の方も「不参加」にO印 を付けてください)
6,000円

●  上 記料金には、お食事代 口お飲物代 口諸税 ロサー ビス料が含まれております。

期 日 申込方法 お一人様料金

1 0月 26日 (木)

1 2 : 0 0

申込用紙の 「要」にO印 を付けて ください

(不要な方も 「不要」に○印をつけて下さい)
1,500円



5.国 内旅行傷害保険の ご案内

研修会により安心してご参加頂くために任意保険のご案内をさせていただきます。

研修会参加中や、往復の移動中の事故 口窃盗など万一の被害に対しての思わぬ出費を保障す

る保険です。是非ともご加入頂けますようお勧め致します。

保険期間 申込方法 お一人様保険料

1 0月 25日 ～ 27日

(2泊 3日 )

申込用紙 「加入」にO印 を付けて下さい

(不要の方は 「非加入」にO印 を付けて下さい)
1,000円

● 死 亡後遺障害2379万 円 日入院 1日 6,000円 口通院 1日 3,000円 口携行品 (免責

3,000円 )15万 円 口賠償責任3000万 円 口救援者費用 100万 円

0 こ の保険によつて保障される期間 (保険期間)は平成 18年 10月 25日 (午前0時 )か ら

10月 27日 (午後23時 59分 )までで、本研修会にご参加のためにご自宅を出発されて

から帰宅までを保険期間とします (保険期間であつても、一度帰宅した後に別の目的で再び

出掛けた場合は補償の対象になりません)

6.申 込後の変更 ・取消について

お申込後、お客様の都合によりお取消になる場合は、次の取消料がかかりますのでご了承く

ださい。

取消日は、お客様が当社の営業日口営業時間内に解除する旨をお申し出頂いた日と致します

ので、必ず FAX(文書)に てご連絡下さい。(お電話での受付は致しかねます)

参加費   1     9月 30日 まで無料 10月 1日 よ り100%

22日 前まで 21日 前～

8日 前まで

7日 前～

2日 前まで

前 日 当 日 無連絡

宿泊 無料 1 0 % 3 0 % 5 0 % 7 0 % 1 0 0 %

懇親会 無料 無料 5 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

昼食 無料 無料 3 0 % 50% 1 0 0 % 1 0 0 %

傷害保険 無料 無料 無料 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

● 取 消の基準日は、FAXの 通信日を有効といたしますので必ず文書にてご連絡下さい。

● 参 加費に関しては10月 1日以降の取消の場合はご返金いたしません。研修会終了後資料一

式をお送りいたします。

● 取 消後のご返金は、研修会終了後、取消料及び所定の振込手数料を差引の上送金致します。

但し事務処理上、多少目数がかかりますので予めご了承ください。尚、研修会当日会場にて

ご返金の申し出がありましても、お支払い出来ませんのでご了承ください。
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